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厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
か
ら
７
月
１
日
付
で
、「
医
師
、
看
護

師
等
の
宿
日
直
許
可
基
準
」
及
び
「
医
師
の
研け

ん
さ
ん鑽
に
係
る
労
働
時

間
に
関
す
る
考
え
方
」
に
つ
い
て
局
長
通
知
（
左
記
に
発
番
記
載
）

が
発
出
さ
れ
た
。

　

今
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
通
知
発
出
を

受
け
て
７
月
３
日
に
松
本
吉
郎
常
任
理
事
が
行
っ
た
記
者
会
見
の

模
様
を
紹
介
す
る
。

今
回
の
二
つ
の
通
知
は
、

本
年
３
月
末
に
、
今
村
聡
副

会
長
、
城
守
国
斗
常
任
理
事

が
出
席
し
て
い
た
厚
労
省
の

「
医
師
の
働
き
方
に
関
す
る

検
討
会
」
が
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
た
こ
と
を
受
け
て
、

解
釈
の
明
確
化
を
図
る
た
め

に
発
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

「
宿
日
直
許
可
基
準
」
に

関
す
る
通
知
で
は
、
ま
ず
、

（
１
）
通
常
の
勤
務
時
間
の

拘
束
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ

た
後
の
も
の
で
あ
る
、
（
２
）

宿
日
直
中
に
従
事
す
る
業
務

は
、
一
般
の
宿
日
直
業
務
以

外
に
は
、
特
殊
の
措
置
を
必

要
と
し
な
い
軽
度
の
ま
た
は

短
時
間
の
業
務
に
限
る
、

（
３
）（
１
）
、（
２
）
以
外
に
、

一
般
の
宿
日
直
の
許
可
の
際

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

─
こ
と
の
全
て
を
満
た

し
、
か
つ
、
宿
直
の
場
合
は

夜
間
に
十
分
な
睡
眠
が
と
り

得
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
、

労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
23

条
に
基
づ
き
宿
日
直
の
許
可

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

の
条
件
と
し
て
挙
げ
て
い

る
。そ

の
上
で
、
（
２
）
に
関

し
て
は
、
①
医
師
が
、
少
数

の
要
注
意
患
者
の
状
態
の
変

動
に
対
応
す
る
た
め
、
問
診

等
に
よ
る
診
察
等
や
看
護
師

等
に
対
す
る
指
示
、
確
認
を

行
う
②
医
師
が
、
外
来
患
者

の
来
院
が
通
常
想
定
さ
れ
な

い
休
日
・
夜
間
に
お
い
て
、

少
数
の
軽
症
の
外
来
患
者

や
、
か
か
り
つ
け
患
者
の
状

態
の
変
動
に
対
応
す
る
た

め
、
問
診
等
に
よ
る
診
察
等

や
、
看
護
師
等
に
対
す
る
指

示
、
確
認
を
行
う

─
こ
と

と
い
っ
た
具
体
例
を
示
し
て

い
る
。

ま
た
、
一
つ
の
病
院
や
診

療
所
等
に
お
い
て
、
所
属
診

療
科
、
職
種
、
時
間
帯
、
業

務
の
種
類
等
を
限
定
し
て
宿

日
直
の
許
可
を
受
け
る
こ
と

労働基準法第32条
１．�使用者は、労働者に、休憩時間を除き一週間について四十時

間を超えて、労働させてはならない。
２．�使用者は、一週間の各日については、労働者に、休憩時間を

除き一日について八時間を超えて、労働させてはならない。

労働基準法施行規則第23条
　使用者は、宿直又は日直の勤務で断続的な業務について、様式
第十号によつて、所轄労働基準監督署長の許可を受けた場合は、
これに従事する労働者を、法第32条の規定にかかわらず、使用す
ることができる。

が
で
き
る
と
明
記
。
具
体
的

に
は
、「
医
師
以
外
の
み
」「
医

師
に
つ
い
て
深
夜
の
時
間
帯

の
み
」
の
他
、
「
病
棟
宿
日

直
業
務
の
み
に
限
定
し
て
の

許
可
」
を
得
る
こ
と
も
可
能

と
し
て
い
る
。

更
に
、
小
規
模
の
病
院
、

診
療
所
等
に
お
い
て
、
医
師

等
が
そ
こ
に
住
み
込
ん
で
い

る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
宿
日

直
と
し
て
取
り
扱
う
必
要
は

な
い
と
し
て
い
る
。

今
回
の
通
知
が
発
出
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
24
年

に
出
さ
れ
た
通
知
「
医
師
、

看
護
婦
等
の
宿
直
勤
務
に
つ

い
て
」
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

な
お
、「
医
師
、看
護
師
等
」

の
「
等
」
の
範
囲
に
つ
い
て
、

厚
労
省
事
務
局
は
７
月
18
日

に
行
わ
れ
た
社
会
保
障
審
議

会
医
療
部
会
で
そ
の
考
え
を

説
明
し
た
。

具
体
的
な
例
と
し
て
、
診

療
放
射
線
技
師
、
臨
床
工
学

技
士
、
臨
床
検
査
技
師
、
薬

剤
師
、
保
健
師
、
助
産
師
な

ど
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、「
一

連
の
患
者
対
応
に
携
わ
ら

ず
、
電
話
対
応
や
会
計
な
ど

の
み
を
行
う
事
務
職
に
関
し

て
は
、
必
ず
し
も
通
知
の
対

象
に
な
る
も
の
で
は
な
い
」

と
し
て
い
る
。

め
の
研
究
及
び
論
文
作
成

や
、
専
門
医
を
取
得
す
る
た

め
の
症
例
研
究
や
論
文
作

成
、
（
３
）
手
技
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
手
術
の
見
学

─
の
３
類
型
に
分
類
。
類

型
ご
と
に
、
そ
の
判
断
の
基

本
的
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
通
知
に
は
、
事
業

場
に
お
け
る
研
鑽
の
労
働
時

間
該
当
性
を
明
確
化
す
る
た

め
、
研
鑽
を
行
う
医
師
が
属

す
る
医
療
機
関
等
に
対
し
て

取
り
組
む
べ
き
手
続
き
や
環

境
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
も

触
れ
ら
れ
て
い
る
。

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
業

務
と
の
関
連
性
、
制
裁
等
の

不
利
益
の
有
無
、
上
司
の
指

示
の
範
囲
を
明
確
化
す
る
よ

う
要
求
。
環
境
整
備
に
関
し

て
は
、
①
診
療
体
制
に
は
含

め
ず
、
突
発
的
な
必
要
性
が

生
じ
た
場
合
を
除
き
、
診
療

等
の
通
常
業
務
へ
の
従
事
を

指
示
し
な
い
②
通
常
勤
務
で

は
な
い
こ
と
が
外
形
的
に
明

確
に
見
分
け
ら
れ
る
措
置
を

講
ず
る
③
医
療
機
関
ご
と
に

研
鑽
に
対
す
る
考
え
方
な
ど

所
定
時
間
外
に
お
け
る
医

師
の
研
鑽
に
つ
い
て
３
類

型
を
示
す

一
方
、
研
鑽
に
関
す
る
通

知
は
、
医
師
の
研
鑽
に
係
る

労
働
時
間
該
当
性
に
係
る
判

断
の
基
本
的
な
考
え
方
、
並

び
に
医
師
の
研

鑽
に
係
る
労
働

時
間
該
当
性
の

明
確
化
の
た
め

の
手
続
き
及
び

環
境
整
備
に
つ

い
て
記
す
た
め

に
、
初
め
て
出

さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

所
定
労
働
時

間
内
の
研
鑽
の

取
り
扱
い
に
関

し
て
は
、
当
該

研
鑽
に
係
る
時

間
は
当
然
に
労

働
時
間
に
な
る

と
す
る
一
方
、

医
師
の
業
務
を
明
確
化
・

現
代
化
し
た
も
の
と
評
価 

         

─
松
本
常
任
理
事

今
回
の
通
知
が
発
出
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
松
本
常

任
理
事
は
７
月
３
日
に
記
者

会
見
を
行
い
、
二
つ
の
通
知

に
対
す
る
日
医
の
見
解
を
説

明
し
た
。

記
者
会
見
で
、
同
常
任
理

事
は
ま
ず
通
知
の
概
要
を
説

明
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
日

医
が
主
張
し
て
き
た
「
医
師

の
健
康
へ
の
配
慮
」
と
「
地

域
医
療
の
継
続
性
」
の
両
立

と
い
う
観
点
か
ら
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
厚
労
省
の
「
医
師

の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
検

討
会
」
報
告
書

に
基
づ
い
た
も

の
で
あ
る
と

し
、
「
医
師
の

活
動
の
実
態
を

踏
ま
え
、
医
師

の
業
務
を
明
確

化
・
現
代
化
し

て
い
る
」
と
評

価
。今

後
、
各
地
域
で
、
都
道

府
県
労
働
局
・
都
道
府
県
医

師
会
・
都
道
府
県
医
療
勤
務

環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
共

「医師、看護師等の宿日直許可基準」及び
 「医師の研鑽」に関する厚労省局長通知が発出される

を
示
し
た
書
面
等
を
作
成

し
、
研
鑽
を
行
う
医
師
の
上

司
や
所
定
労
働
時
間
外
に
研

鑽
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
医
師
本
人
に
周
知
す
る

─
こ
と
な
ど
が
望
ま
し
い

と
し
て
い
る
。

催
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
て

い
く
こ
と
か
ら
、
日
医
と
し

て
も
そ
の
周
知
に
努
め
て
い

く
と
す
る
と
と
も
に
、
各
医

療
機
関
に
お
い
て
勤
務
環
境

の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
く
こ

と
に
期
待
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
７
月
５
日
よ
り
厚

労
省
の
「
医
師
の
働
き
方
改

革
の
推
進
に
関
す
る
検
討

会
」
（
本
紙
２
面
参
照
）
で

の
議
論
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
「
医
師
の
働
き

方
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
４

年
４
月
の
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
適
用
ま
で
に
医
療
法

の
改
正
を
始
め
、
関
係
す
る

各
制
度
が
整
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
の
考
え
を

示
し
、
「
引
き
続
き
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
検
討
を
進
め

て
欲
し
い
」
と
要
望
し
た
。

所
定
労
働
時
間
外
に
お
い
て

医
師
が
行
う
研
鑽
に
つ
い
て

は
、
在
院
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
も
、
上
司
の
明

示
・
目
次
の
指
示
に
寄
ら
ず

に
自
発
的
に
行
わ
れ
る
も
の

も
少
な
く
な
い
と
し
て
、
研

鑽
を
（
１
）
一
般
診
療
に
お

け
る
新
た
な
知
識
、
技
能
の

習
得
の
た
め
の
学
習
、（
２
）

博
士
の
学
位
を
取
得
す
る
た
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風しんの抗体検査を呼び掛ける意見広告を掲載

　日本では昨年以降、風しんが流行し、国は現在、風しんの追加
的対策として、日医の協力の下、対象者への予防接種を実施して
いる。
　これを受けて、日医では風しんの抗体検査と予防接種を受ける
ことの呼び掛けを目的として、横倉義武会長と、元体操選手で
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会理
事の田中理恵さんとの対談を東京オリンピック・パラリンピック
開催のちょうど1年前に当たる7月24日に、朝日新聞全国版の朝
刊に掲載した。
　対談の詳細は、日医のホームページ（http://www.med.or.jp/people/
opinion/008742.html）にも掲載しているので、ぜひご覧頂きたい。

厚
生
労
働
省
「
医
師
の
働

き
方
改
革
の
推
進
に
関
す
る

検
討
会
」
の
初
会
合
が
７
月

５
日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
、

日
医
か
ら
は
今
村
聡
副
会

長
、
城
守
国
斗
常
任
理
事
が

出
席
し
た
。

本
検
討
会
は
、
２
０
２
４

年
４
月
か
ら
医
師
に
適
用
さ

れ
る
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
の
具
体
的
内
容
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
た
「
医
師
の

働
き
方
改
革
に
関
す
る
検
討

会
」
が
取
り
ま
と
め
た
報
告

書
に
お
い
て
、
引
き
続
き
検

討
す
る
と
さ
れ
た
事
項
に
つ

い
て
の
議
論
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
た
。

具
体
的
な
検
討
事
項
と
し

て
は
、
（
１)

医

師
の
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制

に
関
し
て
、
医

事
法
制
・
医
療

政
策
に
お
け
る

措
置
を
要
す
る

事
項
（
①
地
域

医
療
確
保
暫
定

特
例
水
準
及
び

集
中
的
技
能
向

上
水
準
の
対
象

医
療
②
機
関
の

特
定
に
か
か
る

枠
組
み
③
追
加

的
健
康
確
保
措

置
の
義
務
化
及

び
履
行
確
保
に

か
か
る
枠
組
み

④
医
師
労
働
時
間
短
縮
計

画
、
評
価
機
能
に
か
か
る
枠

組
み
等
）
、
（
２
）
医
師
の
時

間
外
労
働
の
実
態
把
握

─

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

当
日
は
、
冒
頭
、
吉
田
学

厚
労
省
医
政
局
長
よ
り
、「
最

速
で
来
年
の
通
常
国
会
に
必

要
な
法
的
提
案
が
で
き
る
よ

う
、
年
内
に
一
定
の
取
り
ま

と
め
を
お
願
い
し
た
い
」
旨

の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、

互
選
に
よ
り
座
長
に
は
遠
藤

久
夫
構
成
員
（
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
長
）

が
選
ば
れ
た
。

議
論
の
中
で
は
、
「
３
次

救
急
病
院
」
や
「
年
間
に
救

急
車
１
０
０
０
台
以
上
を
受

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

評
価
機
能
に
よ
る
確
認
は
遅

く
と
も
２
０
２
２
年
度
か
ら

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
指
摘
。
具
体
的
に
は

医
療
現
場
を
熟
知
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
と
と

も
に
、
都
道
府
県
に
設
置
さ

れ
て
い
る
「
医
療
勤
務
環
境

改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
機

能
を
強
化
し
、
活
用
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
。

城
守
常
任
理
事
は
、
評
価

が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う

に
、
時
短
計
画
を
国
が
指
標

と
し
て
提
示
す
る
こ
と
や
、

「
医
療
勤
務
環
境
改
善
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
実
態
把
握
が

必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

そ
の
他
、
当
日
の
検
討
会

厚
労
省「
医
師
の
働
き
方
改
革
の
推
進
に
関
す
る
検
討
会
」の
初
会
合

年
内
取
り
ま
と
め
に
向
け
、

  

評
価
機
能
に
係
る
枠
組
み
等
に
つ
い
て
議
論
を
開
始

け
入
れ
る
２
次
救
急
病
院
」

な
ど
、
地
域
医
療
確
保
に
欠

か
せ
な
い
機
能
を
持
つ
医
療

機
関
で
、
労
働
時
間
短
縮
等

に
限
界
が
あ
る
場
合
に
は
、

期
限
付
き
で
医
師
の
時
間
外

労
働
を
年
間
１
８
６
０
時
間

以
下
ま
で
と
す
る
（
い
わ
ゆ

る
Ｂ
水
準
）
の
医
療
機
関
に

つ
い
て
、
「
労
働
時
間
短
縮

に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

る
か
」
な
ど
を
、
評
価
す
る

組
織
（
都
道
府
県
か
ら
独
立

し
た
組
織
）
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

「
医
療
勤
務
環
境
改
善
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能
強

化
を
提
案

今
村
副
会
長
は
、
「
２
０

２
４
年
４
月
に
新
た
な
時
間

外
労
働
上
限
を
適
用
す
る
た

め
に
は
、
都
道
府
県
が
２
０

２
３
年
度
中
に
Ｂ
水
準
医
療

機
関
等
の
特
定
を
終
え
る
必

医
師
の
働
き
方
改
革
の
推
進
に
関
す
る

検
討
会 

構
成
員
名
簿

家
保
　
英
隆
（
高
知
県
健
康
政
策
部
副
部
長
）

今
村
　
　
聡
（
日
本
医
師
会
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

遠
藤
　
久
夫
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
長
）

岡
留
　
健
一
郎
（
福
岡
県
済
生
会
福
岡
総
合
病
院
名
誉
院
長
）

片
岡
　
仁
美
（�

岡
山
大
学
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｕ
Ｔ 

セ
ン
タ
ー
長
）

城
守
　
国
斗
（
日
医
常
任
理
事
）

島
崎
　
謙
治
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）

島
田
　
陽
一
（
早
稲
田
大
学
法
学
部
教
授
）

鈴
木
　
幸
雄
（
横
浜
市
立
大
学
産
婦
人
科
・
横
浜
市
医
療
局
）

堤
　
　
明
純
（
北
里
大
学
医
学
部
教
授
）

馬
場
　
武
彦
（
社
会
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス
理
事
長
）

水
島
　
郁
子
（
大
阪
大
学
大
学
院
高
等
司
法
研
究
科
教
授
）

村
上
　
陽
子
（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
総
合
労
働
局
長
）

森
　
　
正
樹
（�

日
本
医
学
会
副
会
長
／
九
州
大
学
大
学

院
消
化
器
・
総
合
外
科
教
授
）

森
本
　
正
宏
（
全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
総
合
労
働
局
長
）

山
本
　
修
一
（
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
）

で
は
、
本
年
９
月
２
日
か
ら

８
日
ま
で
の
間
に
、
１
万
９

０
０
０
を
超
え
る
病
院
、
診

療
所
（
有
床
・
無
床
）、
老

健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療

施
設
、
介
護
医
療
院
に
勤
務

す
る
14
万
人
超
の
勤
務
医
を

対
象
と
し
て
、
「
医
師
の
働

き
方
実
態
調
査
」
を
行
う
こ

と
を
決
定
し
た
。

調
査
は
、
小
池
創
一
自
治

医
科
大
学
地
域
医
療
セ
ン
タ

ー
教
授
を
代
表
者
と
す
る
研

究
班
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
主
た
る
勤
務
先
と
そ

れ
以
外
で
の
診
療
業
務
と
診

療
外
業
務
、
上
司
か
ら
の
指

示
の
有
無
、
宿
日
直
な
ど
の

調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

調
査
票
案
に
つ
い
て
、
今

村
副
会
長
は
「
こ
の
実
態
調

査
は
、
極
め
て
重
要
な
調
査

だ
」
と
し
た
上
で
、
医
師
の

負
担
軽
減
を
求
め
る
と
と
も

に
、
現
場
の
医
師
に
調
査
の

必
要
性
が
伝
わ
る
よ
う
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
付
記
す
る
こ
と

を
求
め
た
。
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日医ホームページに
 「世界に誇れる日本の医療保険制度」の
                              コーナーを新設

広
岡
会
長
を
再
選	

	

（
奈
良
県
医
）

６
月
27

日
の
定
例

代
議
員
会

で
広
岡
孝

雄
（
ひ
ろ
お
か
た
か
お
）
現
会

長
を
再
選
し
た
。

広
岡
会
長
は
昭
和
22
年
奈
良

県
の
出
身
。
昭
和
48
年
関
西
医

大
を
卒
業
、
現
在
奈
良
市
で

内
・
外
・
皮
・
泌
尿
器
科
診
療

所
を
開
設
。
奈
良
市
医
副
会

長
・
会
長
を
経
て
、
平
成
29
年

現
職
に
就
任
。
71
歳
。

寺
下
会
長
を
５
選	

	

（
和
歌
山
県
医
）

６
月
15

日
の
定
例

代
議
員
会

で
寺
下
浩

彰
（
て
ら
し
た
ひ
ろ
あ
き
）
現

会
長
を
５
選
し
た
。

寺
下
会
長
は
昭
和
22
年
和
歌

山
県
の
出
身
。
昭
和
47
年
和
歌

山
県
立
医
大
を
卒
業
、
現
在
和

歌
山
市
で
整
・
リ
ハ
・
放
・
リ

ウ
マ
チ
科
医
院
を
開
設
。
県
医

理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
平
成

24
年
現
職
に
就
任
。
71
歳
。

助
（
ま
せ
だ
い
す
け
）
現
会
長

を
４
選
し
た
。

馬
瀬
会
長
は
昭
和
25
年
富
山

県
の
出
身
。
昭
和
56
年
埼
玉
医

大
を
卒
業
、
現
在
富
山
市
で
小

児
科
医
院
を
開
設
。
富
山
市
医

副
会
長
・
会
長
を
経
て
、
平
成

25
年
現
職
に
就
任
。
68
歳
。

池
端
氏
を
選
定	

	

（
福
井
県
医
）

６
月
16

日
の
定
例

代
議
員
会

で
池
端
幸

彦
（
い
け
ば
た
ゆ
き
ひ
こ
）
氏

を
選
定
し
た
。

池
端
新
会
長
は
昭
和
30
年
福

井
県
の
出
身
。
昭
和
55
年
慶
應

大
を
卒
業
、
現
在
越
前
市
で
外

科
病
院
を
開
設
。
県
医
理
事
・

副
会
長
を
経
て
、
令
和
元
年
現

職
に
就
任
。
64
歳
。

副
会
長
を
経
て
、
平
成
19
年
現

職
に
就
任
。
80
歳
。

尾
㟢
会
長
を
３
選	

	

（
東
京
都
医
）

６
月
16

日
の
定
時

代
議
員
会

で
尾
﨑
治

夫
（
お
ざ
き
は
る
お
）
現
会
長

を
３
選
し
た
。

尾
﨑
会
長
は
昭
和
26
年
東
京

越
智
会
長
を
再
選	

	

（
滋
賀
県
医
）

６
月
20

日
の
定
例

代
議
員
会

で
越
智
眞

一
（
お
ち
し
ん
い
ち
）
現
会
長

を
再
選
し
た
。

越
智
会
長
は
昭
和
27
年
兵
庫

県
の
出
身
。
昭
和
57
年
京
都
府

立
医
大
大
学
院
を
修
了
、
現
在

大
津
市
で
内
・
外
科
医
院
を
開

設
。
県
医
理
事
・
副
会
長
を
経

て
、
平
成
30
年
現
職
に
就
任
。

67
歳
。

松
井
会
長
を
再
選	

	

（
京
都
府
医
）

６
月
16

日
の
定
時

代
議
員
会

で
松
井
道

宣
（
ま
つ
い
み
ち
の
り
）
現
会

長
を
再
選
し
た
。

松
井
会
長
は
昭
和
32
年
京
都

府
の
出
身
。
昭
和
58
年
兵
庫
医

大
を
卒
業
、
現
在
京
都
市
で
病

院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
。
府

医
理
事
・
副
会
長
を
経
て
、
平

成
29
年
現
職
に
就
任
。
61
歳
。

関
会
長
を
５
選	

	

（
長
野
県
医
）

６
月
15

日
の
定
例

代
議
員
会

で
関
隆
教

（
せ
き
た
か
の
り
）
現
会
長
を

５
選
し
た
。

関
会
長
は
昭
和
19
年
長
野
県

の
出
身
。
昭
和
45
年
信
州
大
医

学
部
を
卒
業
、
現
在
中
野
市
で

整
形
外
科
医
院
を
開
設
。
県
医

常
務
理
事
・
総
務
理
事
を
経

て
、
平
成
24
年
現
職
に
就
任
。

75
歳
。

松
本
会
長
を
再
選	

	

（
三
重
県
医
）

６
月
15

日
の
定
例

代
議
員
会

で
松
本
純

一
（
ま
つ
も
と
じ
ゅ
ん
い
ち
）

現
会
長
を
再
選
し
た
。

松
本
会
長
は
昭
和
27
年
三
重

県
の
出
身
。
昭
和
54
年
杏
林
大

を
卒
業
、
現
在
伊
勢
市
で
泌
尿

器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
。
県

医
常
任
理
事
・
副
会
長
、
日
医

常
任
理
事
を
経
て
、
平
成
30
年

現
職
に
就
任
。
67
歳
。

都
道
府
県
医
師
会
長
紹
介

 

（
令
和
元
年
改
選
）

長
瀬
会
長
を
７
選	

	

（
北
海
道
医
）

６
月
15

日
の
定
時

代
議
員
会

で
長
瀬
清

（
な
が
せ
き
よ
し
）
現
会
長
を

７
選
し
た
。

長
瀬
会
長
は
昭
和
13
年
北
海

道
の
出
身
。
昭
和
44
年
北
大
大

学
院
を
修
了
、
内
科
医
。
道
医

　
今
号
で
は
、
今
年
改
選
期
を
迎
え
た
11
の
都
道
府
県
医
師
会
長

の
略
歴
を
紹
介
す
る
。

日
医
で
は
こ
の
ほ
ど
、
日

医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
世
界

に
誇
れ
る
日
本
の
医
療
保
険

制
度
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
国

民
向
け
の
コ
ー
ナ
ー
を
新
設

し
た
。

そ
の
内
容
は
、
（
１
）
日

本
の
医
療
保
険
制
度
の
優
れ

た
特
徴
、
（
２
）
日
本
の
医

療
の
現
状
、
（
３
）
日
本
の

医
療
保
険
制
度
の
仕
組
み
、

（
４
）
国
民
皆
保
険
の
歴
史
、

（
５
）
日
本
と
違
う
？　

諸

外
国
の
医
療
事
情
、
（
６
）

世
界
に
冠
た
る
国
民
皆
保
険

を
守
る
た
め
に

─
の
６
部

構
成
と
な
っ
て
い
る
。

（
１
）
で
は
、
日
本
の
医

療
保
険
制
度
の
特
徴
で
あ
る

国
民
皆
保
険
、
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
、
現
物
給
付
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も
に
、
世
界

に
誇
れ
る
仕
組
み
と
し
て

「
高
額
療
養
費
制
度
」
「
母
子

健
康
手
帳
」
を
紹
介
。

（
２
）
で
は
、
日
本
の
医

療
が
世
界
有
数
の
長
寿
国
を

達
成
し
、
世
界
か
ら
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
（
３
）
で
は
公
的
医

療
保
険
制
度
の
仕
組
み
を
詳

説
し
て
い
る
。

（
４
）
で
は
、
国
民
皆
保

険
が
実
現
す
る
ま
で
と
そ
の

後
の
変
遷
を
、
更
に
、
（
５
）

で
は
、
日
本
の
医
療
保
険
制

度
の
良
さ
を
改
め
て
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
等
の
海
外
の
状
況

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

最
後
の
（
６
）
で
は
、
日

医
で
は
〝
か
か
り
つ
け
医
〟

を
も
つ
こ
と
を
呼
び
掛
け
て

い
る
こ
と
や
生
涯
を
通
じ
た

健
診
デ
ー
タ
管
理
の
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
の
他
、
日
本
健
康
会
議

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
。
国
民
に
対
し
て
は
、
糖

尿
病
や
フ
レ
イ
ル
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
訴

え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

本
コ
ー
ナ
ー
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
対
応
に
も
な
っ
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
頂
く

と
と
も
に
、
そ
の
周
知
に
対

す
る
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

都
の
出
身
。
昭
和
52
年
順
天
堂

大
を
卒
業
、
現
在
東
久
留
米
市

で
内
・
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
設
。
都
医
副
会
長
、
日
医

監
事
を
経
て
、
平
成
27
年
現
職

に
就
任
。
67
歳
。

菊
岡
会
長
を
再
選	

	

（
神
奈
川
県
医
）

６
月
15
日
の
定
例
代
議
員
会

で
菊
岡
正
和
（
き
く
お
か
ま
さ

か
ず
）
現
会
長
を
再
選
し
た
。

菊
岡
会

長
は
昭
和

20
年
神
奈

川
県
の
出

身
。
昭
和
46
年
日
大
医
学
部
を

卒
業
、
現
在
川
崎
市
で
内
科
医

院
を
開
設
。
県
医
理
事
・
副
会

長
を
経
て
、
平
成
29
年
現
職
に

就
任
。
73
歳
。

馬
瀬
会
長
を
４
選	

	

（
富
山
県
医
）

６
月
20

日
の
定
例

代
議
員
会

で
馬
瀬
大

フォト部門
エッセー部門

応募締切

2019年10月3日㊍必着

生命を見つめるフォト＆エッセー 検索

　日医では、患者さんとの思い出や、ご自身あ
るいはご家族の闘病経験、介護や生命の誕生
にまつわるお話、あるいは生命の輝く瞬間を
捉えた写真を募集しています。ぜひ、ご応募
下さい。

詳細はこちら⬇
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手
塚
治
虫
の
鉄
腕
ア
ト
ム

で
育
ち
、
そ
の
後
、
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
の
漫
画
の
中
で

の
手
術
に
驚
き
、
ワ
ク
ワ
ク

さ
せ
ら
れ
、
外
科
医
に
憧
れ

た
。
ま
た
、
手
塚
治
虫
の
近

未
来
を
見
る
目
に
驚
か
さ
れ

た
。ブ

ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
は
い

ろ
い
ろ
な
珍
し
い
患
者
、
例

え
ば
シ
ャ
チ
や
馬
、
宇
宙
人

し
ま
い
に
は
幽
霊
ま
で
手
術

す
る
。
某
大
学
医
学
部
の
学

生
団
体
か
ら
「
で
た
ら
め
を

描
く
な
」
と
ク
レ
ー
ム
を
受

け
た
こ
と
も
あ
る
が
、
「
で

た
ら
め
が
描
け
な
い
漫
画
な

ん
て
こ
の
世
に
あ
る
も
の

か
」
と
反
論
し
て
い
る
。
そ

ん
な
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ

ッ
ク
の
一
話
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
さ
え

も
患
者
に
し
た
物
語

が
あ
る
。

最
先
端
医
療
を
行
う
病
院

で
、
患
者
の
診
療
や
手
術
を

行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
Ｕ

─

18
」
の
回
路
に
異
常
が
生

じ
る
。
病
院
側
は
、
修
理
も

し
く
は
廃
棄
を
し
よ
う
と
す

る
が
、
そ
れ
を
「
病
気
」
だ

と
主
張
す
る
「
Ｕ
─

18
」
は

入
院
患
者
を
人
質
と
し
、
ブ

ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
に
回
路
の

手
術
を
さ
せ
る
よ
う
に
要
求

し
た
。

「
Ｕ
─

18
」
は
、

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ

ク
に
と
っ
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
回

路
の
手
術
も
、
脳
の
血
管
を

い
じ
る
み
た
い
な
も
の
だ
と

分
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
は
病

院
側
の
中
止
要
請
に
対
し
、

「
私
は
修
理
工
で
は
な
い
。

病
人
を
治
す
医
者
な
ん
だ
」

と
言
い
、
「
Ｕ
─

18
」
を
一
人

の
患
者
と
み
な
し
て
「
手
術
」

を
終
え
る
。

そ
し
て
、「
Ｕ
─

18
」
は
「
人

間
ヲ
ナ
オ
ス
ノ
ハ
、
ヤ
ッ
パ

リ
人
間
ニ
シ
カ
デ
キ
ナ
イ
」

と
、
今
回
の
「
病
気
」
を
き

っ
か
け
に
「
医
者
」
の
引
退

を
決
意
す
る
。

今
後
は
Ａ
Ｉ
が
診
断
、
手

術
な
ど
に
多
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ

ク
の
漫
画
を
再
読
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
医
療
の
世

界
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
想

像
さ
せ
ら
れ
た
。

�

（
禿
）

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
と
Ａ
Ｉ

日
中
医
学
交
流
会
議
２
０

１
９
東
京
が
、
日
中
医
学
協

会
と
中
国
医
師
会
（
中
華
医

学
会
）
の
主
催
並
び
に
日
医

共
催
に
よ
り
、
６
月
19
日
に

日
医
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
中
国
か
ら
中
国
医

師
会
関
係
者
、
座
長
・
演
者

等
総
勢
55
名
、
日
中
医
学
協

会
役
員
及
び
演
者
・
座
長
34

名
の
他
、
一
般
参
加
者
約
３

０
０
名
が
参
加
し
た
。

本
会
議
は
、
１
９
８
７
年

か
ら
ほ
ぼ
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
、
昨
年
は
、
日
中
国
交
正

常
化
45
周
年
を
記
念
し
、
北

京
で
「
生
活
習
慣
病
：
日
中

に
お
け
る
現
状
と
対
策
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
日

中
両
国
の
医
療
に
お
け
る
最

大
の
関
心
事
で
あ
る
「
が
ん

治
療
の
現
況
と
近
未
来
」
で

あ
っ
た
。

開
会
式
で
は
、
日
中
医
学

協
会
の
跡
見
裕
、
春
日
雅
人

両
業
務
執
行
理
事
の
司
会
の

下
、
小
川
秀
興
同
協
会
理
事

長
の
開
会
宣
言
、

久
史
麿

同
協
会
長
、
饒
克
勤
中
国
医

師
会
副
会
長
兼
秘
書
長
の
あ

い
さ
つ
に
引
き
続
き
、
根
本

匠
厚
生
労
働
大
臣
（
代
読
）
、

孔
鉉
佑
中
華
人
民
共
和
国
駐

日
本
特
命
全
権
大
使
、
横
倉

義
武
日
医
会
長
／
世
界
医
師

会
前
会
長
、
笹
川
陽
平
日
本

財
団
会
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

饒中国医師会副会長兼秘書長と

横

倉

会

長

は
、
「
が
ん
対

策
は
世
界
各
国

が
直
面
す
る
深

刻
な
問
題
の
一

つ
で
あ
る
。
高

齢
社
会
に
お
け

る
医
療
費
の
増
大
を
踏
ま
え

る
と
、
が
ん
の
予
防
と
治
療

は
、
世
界
レ
ベ
ル
の
協
力
体

制
の
下
で
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
日
医
と

世
界
医
師
会
は
６
月
13
、
14

の

両

日
、
『Health 
Pro-

fessional Meeting

（H20

）

2019

』
を
開
催
し
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ

ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）
の
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す

る
『
東
京
宣
言
』
を
採
択
し

た
。
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
下
、
が
ん
治

療
を
必
要
と
す
る
全
て
の
患

者
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
が
ん
克
服
の
方
向
性
に

つ
い
て
両
国
の
医
学
・
医
療

関
係
者
が
議
論
す
る
こ
と
は

非
常
に
有
意
義
で
あ
る
」
と

述
べ
た
。

開
会
式
に
続
き
、
本
庶
佑

京
都
大
学
特
別
教
授
が
「
Ｐ

Ｄ
─

１
阻
害
に
よ
る
が
ん
免

疫
療
法
」
と
題
し
、
基
調
講

演
を
行
っ
た
。

そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、「
ウ
イ
ル
ス
治
療
」「
分

子
標
的
治
療
」
「
放
射
線
治

療
」
「
内
視
鏡
治
療
」
の
四

つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
日
中
双
方
の
専
門
家
が

講
演
を
行
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に

は
、
日
中
両
国
専
門
家
の
共

同
に
よ
る
「
東
京
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
た
。

宣
言
で
は
、
が
ん
治
療
に

お
い
て
、
日
中
両
国
の
医
・

歯
・
薬
・
看
護
な
ど
の
専
門

家
の
意
思
疎
通
と
交
流
を
強

化
し
、
長
期
的
か
つ
効
果
的

な
協
力
体
制
を
構
築
し
、
そ

の
成
果
を
共
有
す
る
こ
と
を

約
束
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
術
プ
ロ
グ
ラ
ム

終
了
後
に
は
、
両
国
か
ら
約

１
４
０
名
が
参
加
し
、
情
報

交
換
会
も
開
催
さ
れ
た
。

イギリス医師会年次総会に出席

道永常任理事２
０
１
９
年
イ
ギ
リ
ス
医

師
会
（
Ｂ
Ｍ
Ａ
）
年
次
総
会

が
、
６
月
23
日
か
ら
27
日
を

会
期
と
し
て
北
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
で
開
催

さ
れ
、
横
倉
義
武
会
長
へ
の

招
待
に
応
じ
、
道
永
麻
里
常

任
理
事
が
日
医
役
員
、
世
界

医
師
会
理
事
会
副
議
長
と
し

て
出
席
し
た
。

24
日
に
は
、
海
外
賓
客
の

夕
食
会
が
行
わ
れ
、
日
医
の

他
、
世
界
医
師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）

か
ら
エ
イ
デ
ル
マ
ン
会
長

（
イ
ス
ラ
エ
ル
医
師
会
前
会

長
）、
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
理

事
会
議
長
（
ド
イ
ツ
医
師
会

前
会
長
）、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ガ
ー
ナ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
中

国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
マ
ル
タ
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ト
リ
ニ
ダ

ー
ド
・
ト
バ
コ
各
医
師
会
か

ら
の
参
加
が
あ
っ
た
。

25
日
の
総
会
式
典
で
は
、

新
会
長
に
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・

日
中
医
学
交
流
会
議
２
０
１
９
東
京

カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
医
の

倫
理
の
名
誉
教
授
で
あ
る
ラ

ア
ナ
ン
・
ギ
ロ
ン
教
授
が
就

任
し
た
。

ギ
ロ
ン
教
授
は
、
Ｂ
Ｍ
Ａ

に
50
年
以
上
加
入
し
、
医
の

倫
理
委
員
会
、Journal of 

Medical 
Ethics

の
編
集
、

国
際
委
員
会
、
欧
州
常
設
委

員
会
Ｂ
Ｍ
Ａ
代
表
を
務
め
て

き
た
。

同
教
授
は
就
任
あ
い
さ
つ

で
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
の
医
の
倫
理
に

関
す
る
「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言

改
訂
」（
２
０
１
７
年
10
月
）

に
触
れ
、
時
代
に
即
し
た
改

訂
と
評
価
す
る
と
と
も
に

〝fairness

〟（
公
平
性
）
と

い
う
言
葉
を
加
え
た
い
と
の

意
向
を
示
し
た
。
更
に
、
現

在
Ｗ
Ｍ
Ａ
で
改
訂
作
業
中
の

「
医
の
倫
理
国
際
綱
領
」
に

も
言
及
す
る
な
ど
、
Ｗ
Ｍ
Ａ

に
対
す
る
関
心
を
示
し
た
こ

と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

式
典
で
は
海
外
賓
客
が

個
々
に
紹
介
さ
れ
、
日
医
代

表
と
し
て
道
永
常
任
理
事
が

壇
上
で
新
会
長
に
あ
い
さ
つ

を
し
た
。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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２
０
１
８
～
２
０
１
９
年

度
武
見
フ
ェ
ロ
ー
帰
国
報
告

会
が
７
月
16
日
、
日
医
会
館

で
開
か
れ
、
２
０
１
８
年
８

月
か
ら
約
11
カ
月
間
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学T.H. 

Chan

公

衆
衛
生
大
学
院
武
見
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
研
究
に
従
事
し
、
帰

国
し
た
３
名
の
フ
ェ
ロ
ー
か

ら
研
究
成
果
の
発
表
が
行
わ

れ
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
横
倉

義
武
会
長
は
、
武
見
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
、
国
際
保
健
、

医
療
政
策
、
公
衆
衛
生
を
学

ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な
学
際
的
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
に
お
い
て
高
い
評
価

３
名
の
フ
ェ
ロ
ー
が
研
究
成
果
を
発
表

２
０
１
８
〜
２
０
１
９
年
度
武
見
フ
ェ
ロ
ー
帰
国
報
告
会

を
受
け
て
い
る

こ
と
、
日
本
製

薬
工
業
協
会
等

の
支
援
に
よ

り
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
と
日
医

の
間
で
今
年
、

５
年
間
の
契
約

更
新
を
行
っ
た

こ
と
、
近
年
で

は
低
所
得
国
か

ら
参
加
す
る
フ

ェ
ロ
ー
も
着
実

に
増
え
て
い
る

こ
と
な
ど
、
武

見
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
現
状
を
報

告
。
今
後
も
、

武
見
フ
ェ
ロ
ー

が
世
界
規
模
で

国
際
保
健
や
住
民
の
健
康
水

準
の
向
上
に
寄
与
す
べ
く
活

動
し
て
い
け
る
よ
う
、
全
力

を
挙
げ
て
支
援
し
て
い
く
意

向
を
示
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
フ
ェ

ロ
ー
に
よ
る
発
表
で
は
、
ま

ず
、
杉
浦
至
郎
あ
い
ち
小
児

保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
ア

レ
ル
ギ
ー
科
医
長
が
、
名
古

屋
市
で
行
わ
れ
て
い
る
集
団

乳
幼
児
健
診
（
４
カ
月
、
18

カ
月
）
の
結
果
を
用
い
て
行

っ
た
「
乳
児
期
早
期
重
症

喘ぜ
ん
め
い鳴

」
及
び
「
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
発
症
ハ
イ
リ
ス
ク
児
」

の
予
測
に
関
す
る
研
究
結
果

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

「
乳
児
期
早
期
重
症
喘
鳴
」

に
つ
い
て
は
、
乳
児
期
早
期

の
喘
鳴
を
伴
う
入
院
を
防
ぐ

一
つ
の
方
策
と
し
て
、
禁
煙

や
手
指
衛
生
の
推
奨
が
考
え

ら
れ
る
と
す
る
と
と
も
に
、

今
後
は
実
現
可
能
性
の
高
い

予
防
法
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
議
論
・
評
価
し
て
い
く
考

え
を
示
し
た
。

ま
た
、
「
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
発
症
ハ
イ
リ
ス
ク
児
」
に

関
し
て
は
今
後
、
４
カ
月
健

診
時
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、

18
カ
月
健
診
時
の
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
を
予
測
す
る
縦
断
的

解
析
も
行
い
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
発
症
予
防
に
有
効
性
が

報
告
さ
れ
て
い
る
抗
原
早
期

摂
取
を
推
奨
す
べ
き
ハ
イ
リ

ス
ク
児
を
適
切
に
同
定
し
て

い
き
た
い
と
し
た
。

高
橋
宗
康
岩
手
県
高
田
病

院
第
二
内
科
長
は
、
テ
ロ
メ

ア
長
を
用
い
て
、
東
日
本
大

震
災
で
家
屋
被
害
の
有
無
に

よ
り
、
子
ど
も
が
長
期
に
わ

た
っ
て
受
け
た
ス
ト
レ
ス
を

比
較
し
た
結
果
を
報
告
。「
家

屋
被
害
有
り
群
で
、
有
意
に

テ
ロ
メ
ア
長
が
短
縮
し
た
こ

と
」
な
ど
を
示
し
た
上
で
、

「
テ
ロ
メ
ア
長
の
測
定
は
、

将
来
の
震
災
ト
ラ
ウ
マ
に
よ

る
精
神
疾
患
を
防
ぐ
た
め

に
、
震
災
後
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
と
し

て
有
用
な
可
能
性
が
あ
る
」

と
述
べ
た
。

ハーバード大学T.H. Chan 
公衆衛生大学院武見プログラムとは

　武見プログラムは、1983年に武見太郎元
日医会長の構想である「医療資源の開発と
配分」に着目したハーバード大学が、日医
の協力の下に同大学公衆衛生大学院に設置

し、毎年世界各国より10名程度の中堅の専門家・研究
者がフェローとして選考され、研究活動を行っている。
　2020年─2021年の武見フェローに関しては本年秋頃、
本紙並びに日医のホームページでも募集案内を掲載す
るのでぜひ、ご応募願いたい。

問い合わせ先：日医国際課  jmaintl@po.med.or.jp

キーワード

杉浦氏

高橋氏

石
川
雅
俊
元
厚
生
労
働
省

医
政
局
総
務
課
課
長
補
佐

は
、

Accountable 
Care 

Organization

（
オ
バ
マ
ケ

ア
に
盛
り
込
ま
れ
た
医
師
、

病
院
、
そ
の
他
ヘ
ル
ス
ケ
ア

関
連
事
業
者
に
よ
る
自
発
的

な
組
織
）
の
現
状
を
紹
介
。

日
本
へ
の
導
入
に
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
と
す
る
と
と
も

に
、
日
本
で
医
療
の
質
の
評

価
・
公
表
を
行
う
仕
組
み
の

開
発
が
必
要
に
な
る
と
指
摘
。

そ
の
他
、
医
師
偏
在
に
関

し
て
日
本
の
三
師
調
査
を
用

い
て
分
析
し
た
結
果
や
全
国

の
分
娩
取
扱
病
院
の
診
療
科

責
任
者
・
勤
務
医
を
対
象
と

し
て
行
っ
た
「
産
婦
人
科
医

師
の
勤
務
実
態
と
働
き
方
改

革
に
関
す
る
調
査
」
の
概
要

に
つ
い
て
も
説
明
を
行
っ
た
。

そ
の
後
は
、
フ
ェ
ロ
ー
と

出
席
者
と
の
間
で
活
発
な
質

疑
応
答
が
あ
り
、
会
は
終
了

と
な
っ
た
。

石川氏

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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書
籍
紹
介

本
書
は
、
医
学
の
歴
史
に

つ
い
て
の
膨
大
な
資
料
を
整

理
し
、
適
切
な
項
目
に
分
類

し
て
解
説
し
た
本
格
的
な
医

学
史
で
あ
り
、
特
に
挿
図
の

多
さ
や
簡
明
な
記
述
、
重
要

な
人
欄
な
ど
が
配
置
さ
れ
、

読
ん
で
い
て
楽
し
め
る
書
と

な
っ
て
い
る
。

著
者
は
解
剖
学
の
教
授
を

務
め
、
現
在
、
日
本
医
史
学

会
の
理
事
長
と
し
て
も
活
躍

し
て
い
る
が
、
本
書
の
記
述

図
説

医
学
の
歴
史坂

井
建
雄
　
著

　小中学校の児童生徒のキャリア教育（一人ひとりの社会的・職業
的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通じて、
キャリア発達を促す教育）に使用することを目的として制作された
冊子『おしごと年鑑2019』（発行：朝日新聞社、非売品）を抽選に
より、5名の方にプレゼントします。
　本書には、多くの企業・団体の仕事が分かりやすく説明されてお
り、今回、日医として医師の仕事に関する記事を掲載しています。
ぜひ、お子様へのプレゼントや待合室に置くなど、ご活用下さい。
　なお、当選の発表は書籍の発送をもって代えさせて頂きます。
◆応募方法

①住所②氏名③日医ホームページに関す
る意見・要望（必須）を明記の上、下記
宛先まで、はがきまたはメールにて、ご
応募下さい〔令和元年8月9日（金）消
印有効〕
◆応募・問い合わせ先

日医広報課
〒113─8621 文京区本駒込2─28─16

03─3942─6483（直）  
present@po.med.or.jp

『おしごと年鑑2019』をプレゼントお知らせ

に
当
た
り
、
ま
ず
は
社
会
の

歴
史
や
文
化
的
背
景
を
理
解

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指

摘
。
そ
の
上
で
、
①
原
著
の

重
視
②
時
代
を
超
え
た
視
点

で
の
観
察
③
医
学
の
進
歩
に

貢
献
し
た
英
雄
よ
り
も
積
み

上
げ
ら
れ
た
進
歩
を
重
視
す

る
と
い
っ
た
方
針
を
示
し
、

本
書
の
内
容
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
著
者
が
教
職
に
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
医
学
教
育

の
歴
史
に
も
ぺ
ー
ジ
を
割
い

て
い
る
の
も
特
徴
と
言
え
る
。

医
学
の
分
野
で
は
極
度
の

細
分
化
、
専
門
分
科
が
進
み
、

ご
く
最
近
の
医
学
の
歴
史
を

一
人
で
執
筆
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
中
で
、
本

書
は
待
望
の
本
格
的
医
学
の

歴
史
書
で
あ
り
、
多
く
の
人

に
読
ん
で
欲
し
い
名
著
と
言

え
る
。

定
価　

６
２
６
４
円
（
税
込
）

発
行　

医
学
書
院

全
国
国
民
年
金
基
金

    

日
本
医
師・従
業
員
支
部 

案
内

社
会
保
険
料
控
除
対
象
額
に
つ
い
て

国
民
年
金
基
金
に
加
入
す

る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
掛
金

全
額
が
、
総
所
得
金
額
か
ら

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
控
除
の
対
象
は
、
１

月
か
ら
12
月
末
ま
で
に
納
付

し
た
金
額
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
年
金
基
金
の
掛
金
の

口
座
引
き
落
と
し
は
２
カ
月

遅
れ
の
１
日（
第
１
営
業
日
）

と
な
る
の
で
、
仮
に
新
規
加

入
の
場
合
、
８
月
中
旬
頃
ま

で
に
申
出
書
を
送
付
す
る

と
、
８
月
分
の
引
き
落
と
し

は
10
月
１
日
と
な
り
、
令
和

元
年
は
３
カ
月
分
が
控
除
対

象
と
な
る
。

た
だ
し
、
加
入
時
に
一
括

納
付
の
手
続
き
を
す
る
と
、

来
年
３
月
分
ま
で
納
付
で
き

る
た
め
、
こ
の
場
合
、
令
和

元
年
は
８
カ
月
分
を
控
除
対

象
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。ご

希
望
の
方
は
、
基
金
ま

で
ご
連
絡
頂
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」の宣言を受けた

エボラ出血熱に係る協力依頼について
　世界保健機関（WHO）は、コ
ンゴ民主共和国におけるエボラ
出血熱の発生が北キブ州の州都
ゴマに及んだことを受けて、日
本時間7月18日、この事態が「国
際的に懸念される公衆衛生上の
緊急事態（PHEIC）」に該当す
ると宣言しました。
　つきましては、コンゴ民主共和国及びウガンダ共和国
に渡航された方が医療機関を受診された場合には、エボ
ラ出血熱を念頭においた診療を行って頂きますよう、お
願いいたします。
　詳しくは、厚生労働省ホームページ（https://www.
mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708.html ）
をご参照下さい。

今
日
か
ら
安
全
衛
生
担

当
シ
リ
ー
ズ
　

産
業
医
の
仕
事

坂
田
晃
一
　
　

福
成
雄
三
　
著

「
産
業
医
の
仕
事
」
＝
健

康
診
断
や
企
業
内
診
療
所
で

の
診
療
と
い
う
の
は
過
去
の

こ
と
で
、
現
在
で
は
過
重
労

働
対
策
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

業
務
の
幅
は
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。

本
書
は
専
門
知
識
を
生
か

し
な
が
ら
、
事
業
場
内
の
関

係
者
と
連
携
し
て
、
産
業
医

と
し
て
期
待
さ
れ
る
役
割
を

発
揮
す
る
た
め
の
考
え
方
や

動
き
方
を
、
産
業
医
と
安
全

衛
生
担
当
者
の
両
者
の
視
点

か
ら
提
示
す
る
内
容
に
な
っ

て
お
り
、
産
業
医
を
目
指
す

人
に
と
っ
て
、
ま
た
産
業
医

と
し
て
働
き
始
め
た
人
に
と

っ
て
指
針
と
な
る
一
冊
と
言

え
る
。

な
お
、
10
月
ま
で
に
、
中

央
労
働
災
害
防
止
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
図
書
・
用
品
サ

イ
ト
（https://www.jisha.

or.jp/order/

）
か
ら
申
し

込
み
、
日
医
コ
ー
ド
入
力
欄

に
「
６
１
４
８
」
と
入
力
す
る

と
１
割
引
で
購
入
可
能
（
本

年
８
月
１
日
以
後
）
と
な
る
。

定
価　

１
８
３
６
円
（
税
込
）

発
行　

中
央
労
働
災
害
防
止

協
会肺

癌
薬
物
療
法
の
エ

ビ
デ
ン
ス
と
コ
ツ

加
藤
晃
史
　
他
監

関
根
朗
雅
　
他
編

医
療
を
ど
う
捉
え
る
か
、

そ
し
て
生
存
と
は
何
を
意
味

す
る
の
か
？　

そ
の
鍵
を
握

る
の
は
、
伝
統
医
療
や
代
替

医
療
も
含
め
た
幅
広
い
視
点

か
ら
の
考
察
で
あ
る
。

本
書
は
、
東
ア
ジ
ア
や
米

国
に
お
け
る
伝
統
医
療
の
実

践
例
に
加
え
て
、
経
済
的
・

倫
理
的
・
構
造
的
側
面
か
ら

の
理
論
的
な
分
析
を
基
に
、

そ
の
疑
問
に
対
す
る
包
括
的

な
理
解
を
目
指
し
て
執
筆
さ

れ
た
も
の
で
、
７
章
の
構
成

と
な
っ
て
い
る
。

第
１
章
で
は
医
療
に
お
け

る
伝
統
と
近
代
を
あ
り
の
ま

ま
の
姿
で
伝
え
る
と
と
も

に
、
用
語
に
つ
い
て
も
解
説
。

第
２
章
で
は
東
ア
ジ
ア
諸
国

の
、
第
３
章
で
は
米
国
の
、

医
療
の
中
の
伝
統
と
近
代
に

医
療
に
み
る
伝
統
と

近
代

津
谷
喜
一
郎
　
　

長
澤
道
行
　
　
著

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て

い
る
。

第
４
章
で
は
、
日
本
の
国

民
医
療
費
と
伝
統
医
療
に
か

け
ら
れ
て
い
る
コ
ス
ト
を
分

析
、
第
５
章
で
は
倫
理
的
視

点
、
第
６
章
で
は
構
造
的
視

点
か
ら
、
伝
統
医
療
が
果
た

し
て
い
る
代
替
や
補
完
の
意

義
等
に
言
及
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
終
章
で
は
伝
統

と
近
代
を
踏
ま
え
た
上
で
改

め
て
現
代
の
医
療
を
ど
う
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
考

察
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
興

味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

３
２
４
０
円
（
税
込
）

発
行　

明
石
書
店

近
年
、
肺
が
ん
領
域
で
の

薬
物
療
法
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス

の
蓄
積
に
よ
り
大
い
に
進
歩

す
る
一
方
で
、
免
疫
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
な
ど
新

し
い
薬
も
増
え
て
選
択
肢
が

広
が
り
、
治
療
選
択
に
迷
う

機
会
も
増
え
て
き
て
い
る
。

本
書
で
は
、
症
例
を
ベ
ー

ス
に
ま
ず
は
エ
ビ
デ
ン
ス
の

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
紹
介
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
基

に
「
実
際
の
現
場
で
は
ど
う

す
る
か
」
と
い
う
治
療
選
択

の
考
え
方
が
論
理
立
て
て
解

説
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
実
際
の
投
与
に

つ
い
て
の
解
説
に
は
、
有
害

事
象
に
対
す
る
対
策
な
ど
、

経
験
豊
富
な
著
者
陣
の
コ
ツ

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、
参

考
に
な
る
。

そ
の
他
、
本
文
と
は
別
に

コ
ラ
ム
と
い
う
形
で
治
療
を

続
け
て
い
く
上
で
助
け
と
な

る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
も
ま
と

め
ら
れ
て
お
り
、
多
様
な
選

択
肢
の
中
か
ら
よ
り
良
い
治

療
法
を
考
え
る
上
で
も
役
立

つ
一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

５
９
４
０
円（
税
込
）

発
行　

羊
土
社
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今
晩
何
つ
ま
む
？飯

田
　
和
美

東京都
三鷹医人往来
第296号より

診
療
所
の
中
心
で
愛
を

さ
け
ぶ

髙
松
　
慶
太

富山県
医報とやま
No.1720より

季
節
外
れ
の

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ

鳥
畠
　
康
充

し
そ
、
み
ょ
う
が
な
ど
の

薬
味
が
美
味
し
い
季
節
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
毎
晩
晩
酌
を
欠
か
さ

な
い
た
め
、
「
今
晩
の
つ
ま

み
を
ど
う
す
る
か
」
は
大
き

な
問
題
で
す
。
何
を
飲
み
、

何
を
つ
ま
む
か
は
今
や
私
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

脂
が
乗
る
前
の
き
れ
い
な

赤
身
の
鰹
が
お
店
に
並
び
始

め
ま
し
た
。
香
ば
し
く
焼
き

色
の
つ
い
た
タ
タ
キ
…
…
。

通
常
辛
口
の
日
本
酒
、
高

知
の
土
佐
鶴
や
酔す

い

鯨げ
い

あ
た
り

が
最
も
安
心
感
の
あ
る
相
棒

で
し
ょ
う
。
で
も
、
冷
蔵
庫

に
は
キ
リ
ッ
と
冷
え
た
ソ
ー

ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
・
ブ
ラ
ン
が
出

番
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。
白

ワ
イ
ン
と
鰹
の
タ
タ
キ
と
な

る
と
、
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
た

鰹
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
塩
を
ガ
リ
ガ

リ
と
振
り
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
を
回
し
掛
け
た
も
の
に
決

ま
り
！
　

あ
ら
か
じ
め
、
し

そ
と
み
ょ
う
が
の
千
切
り
に

醤
油
を
合
わ
せ
て
、
く
た
っ

と
さ
せ
て
お
い
た
薬
味
を
大

量
に
添
え
ま
す
。
ま
ず
は
こ

れ
で
ワ
イ
ン
１
杯
目
。

２
杯
目
に
は
何
を
合
わ
せ

ま
し
ょ
う
か
。
冷
蔵
庫
に
は

常
備
し
て
あ
る
油
揚
げ
。
ま

取
り
出
し
て
、
小
口
切
り
に

し
た
ね
ぎ
と
ポ
ン
酢
し
ょ
う

ゆ
を
お
好
み
で
掛
け
て
で
き

上
が
り
。

子
ど
も
達
は
鰹
の
タ
タ
キ

は
サ
ラ
ダ
風
、
メ
イ
ン
は
豚

肉
の
生
姜
焼
き
で
、
も
う
ご

ち
そ
う
さ
ま
の
状
態
で
す
。

私
は
ゆ
っ
く
り
と
、
と
ろ

け
た
熱
々
の
チ
ー
ズ
お
あ
げ

を
つ
ま
み
に
、
白
ワ
イ
ン
を

２
杯
、
３
杯
と
楽
し
み
ま
す
。

ま
ず
も
っ
て
、
青
春
恋
愛

小
説
の
名
作
「
世
界
の
中
心

で
愛
を
さ
け
ぶ
」
の
著
者
、

片
山
恭
一
氏
、
並
び
に
フ
ァ

ン
の
方
々
に
大
変
失
礼
な
タ

イ
ト
ル
と
な
っ
た
こ
と
を
深

謝
し
ま
す
。

さ
て
、
長
く
医
者
を
し
て

い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
患
者
さ

ん
に
出
会
い
ま
す
。
先
日
、

診
察
室
で
真
っ
赤
な
口
紅
を

塗
っ
た
患
者
さ
ん
か
ら
頬
に

キ
ス
を
さ
れ
る
、
し
か
も
両

手
で
顔
を
押
さ
え
つ
け
ら
れ

な
が
ら
と
い
う
初
め
て
の
経

験
を
し
ま
し
た
。
こ
の
患
者

さ
ん
、
認
知
症
で
は
な
い
の

で
少
々
困
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
患
者
さ
ん
と
の
出
会

い
は
今
か
ら
10
年
く
ら
い

前
、
開
業
し
て
間
も
な
い
頃

で
す
。
当
時
75
歳
の
Ａ
さ
ん

は
、
自
宅
近
く
の
Ｂ
医
院
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。
医
者
の

言
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
聞
か

ず
、
マ
シ
ン
ガ
ン
の
よ
う
に

一
方
的
に
自
身
の
話
を
す
る

Ａ
さ
ん
に
嫌
気
が
差
し
た
Ｂ

先
生
は
、
門
前
の
Ｃ
薬
局
に

相
談
。
Ｃ
薬
局
は
市
内
に
２

店
舗
あ
り
、
も
う
一
店
舗
の

近
く
の
当
院
に
白
羽
の
矢
を

立
て
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の

ご
自
宅
が
Ｂ
医
院
と
当
院
の

間
に
位
置
し
、
通
う
の
に
都

合
が
良
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
開
業
し
た
て

で
患
者
さ
ん
も
少
な
く
、
ゆ

っ
く
り
話
を
聞
い
て
も
ら
え

る
と
読
ん
で
、
Ｃ
薬
局
は
「
よ

く
話
を
聞
い
て
く
れ
る
い
い

先
生
が
開
業
し
た
か
ら
、
そ

ち
ら
に
通
っ
て
み
て
は
ど
う

で
す
か
」
と
勧
め
、
当
院
に

通
い
始
め
ま
し
た
。
確
か
に
、

当
時
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

４
月
１
日
、
整
形
外
科
医

６
人
の
元
に
病
棟
ナ
ー
ス
た

ち
か
ら
１
箱
の
チ
ョ
コ
が
届

い
た
。
小
さ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
に
は
、
こ
う
書
か
れ

て
い
た
。
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン

チ
ョ
コ
、
遅
れ
て
ご
め
ん
な

さ
い
。
今
度
こ
そ
、
先
生
方

皆
様
で
召
し
上
が
っ
て
く
だ

さ
い
ね
（
笑
）」。

事
件
は
２
月
14
日
、
病
棟

ナ
ー
ス
代
表
者
が
あ
る
整
形

外
科
医
師
に
「
先
生
方
皆
様

へ
」
と
い
う
想
い
を
込
め
て

大
き
な
チ
ョ
コ
１
箱
を
手
渡

し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。

例
年
、
個
人
ご
と
の
チ
ョ
コ

で
あ
っ
た
た
め
、
彼
は
何
の

疑
問
も
抱
く
こ
と
な
く
全
部

１
人
で
平
ら
げ
て
し
ま
っ

た
。そ

の
後
、
義
理
チ
ョ
コ
も

贈
り
た
く
な
い
ほ
ど
の
嫌
悪

感
を
ナ
ー
ス
が
抱
い
て
い
る

と
思
い
込
ん
だ
医
師
ら
と
、

お
礼
の
言
葉
す
ら
掛
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
非
常
識
な
人

達
と
思
い
込
ん
だ
ナ
ー
ス
ら

と
の
間
に
、
鑷せ

っ

し子
で
渡
さ
れ

た
綿
球
を
何
度
も
落
と
す
が

ご
と
き
ギ
ク
シ
ャ
ク
感
が
続

い
た
。

１
カ
月
後
の
ホ
ワ
イ
ト
デ

ー
、
例
年
で
あ
れ
ば
部
長
か

ら
届
く
は
ず
の
ク
ッ
キ
ー
を

彼
が
持
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
ナ
ー
ス
達
は
事
件
の
全

容
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
彼
女
達
が
と
っ
た

行
動
は
特
筆
に
値
す
る
。「
皆

様
で
食
べ
て
」
と
は
っ
き
り

伝
え
な
か
っ
た
自
分
た
ち
を

反
省
し
、「
彼
」を
守
る
た
め
、

ス
タ
ッ
フ
全
員
に
箝か

ん
こ
う
れ
い

口
令
を

敷
い
た
。
そ
し
て
、
大
学
の

人
事
に
よ
り
「
彼
」
が
晴
れ

や
か
に
当
院
を
去
っ
た
翌
日

の
エ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル
に
、

ほ
ろ
苦
い
チ
ョ
コ
を
贈
っ
た

の
だ
。

問
題
を
即
座
に
公
表
し
な

か
っ
た
彼
女
達
の
行
動
は
、

医
療
安
全
上
褒
め
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
令

月
を
愛
で
和
を
尊
ぶ
花
鳥
風

月
の
島
国
に
あ
っ
て
は
、
梅

の
花
が
咲
き
誇
り
蘭
の
花
が

香
り
漂
う
早
春
の
風
を
運
ん

で
く
れ
た
。
笑
顔
に
酔
い
し

れ
た
１
日
だ
っ
た
。

ず
は
、
こ
れ
を
表
面
こ
ん
が

り
と
魚
焼
き
グ
リ
ル
で
焼
き

ま
す
。
取
り
出
し
て
裏
返
し
、

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
を
手

で
ち
ぎ
り
、
適
当
に
乗
せ
た

ら
再
び
魚
焼
き
グ
リ
ル
に
投

入
。
チ
ー
ズ
が
と
ろ
け
た
ら

ふ
う
、
今
日
も
色
々
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
自
分
で
作

っ
た
つ
ま
み
と
大
好
き
な
お

酒
を
楽
し
ん
で
い
る
と
、
こ

れ
ぞ
幸
せ
と
思
え
ま
す
。
テ

レ
ビ
は
「
に
っ
ぽ
ん
百
名

山
」
。
い
つ
か
登
っ
て
み
た

い
な
…
…
単
独
行
で
。

心
も
脳
も
少
し
緩
ん
で
き

た
辺
り
で
晩
酌
終
了
。
明
日

も
朝
５
時
起
き
で
愛
犬
の
散

歩
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
深
酒
禁
物
。

明
日
は
何
を
飲
ん
で
、
何

を
つ
ま
も
う
か
。
そ
う
や
っ

て
日
々
は
繰
り
返
さ
れ
て
ゆ

き
ま
す
。

「
ご
自
身
の
み
な
ら
ず
ご
家

族
の
こ
と
で
も
、
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
」
と
書
い
て

い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。
以
上
は
、
Ｃ
薬
局
か
ら

直
接
聞
い
た
話
で
す
。

初
診
で
来
院
し
た
折
、
型

ど
お
り
持
病
の
糖
尿
病
、
高

血
圧
に
つ
い
て
問
診
し
た

後
、
患
者
さ
ん
か
ら
「
先
生

は
何
で
も
話
を
聞
い
て
く
れ

る
の
で
す
か
？
」
と
尋
ね
ら

れ
、
「
え
え
、
ど
う
ぞ
」
と

お
答
え
し
た
と
こ
ろ
、
昔
、

都
心
に
住
み
、
相
当
な
資
産

が
あ
っ
た
が
、
夫
が
連
帯
保

証
人
に
な
り
全
財
産
を
失
っ

た
こ
と
、
今
で
は
服
を
買
う

お
金
が
な
く
、
既
存
の
服
を

手
づ
く
り
で
リ
フ
ォ
ー
ム
し

着
て
い
る
こ
と
、
娘
は
フ
ラ

ン
ス
在
住
で
年
１
回
し
か
帰

国
し
な
い
こ
と
、
姑
の
面
倒

を
最
期
ま
で
み
て
看
取
っ
た

こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
お

話
を
来
院
す
る
都
度
伺
い
ま

し
た
。

通
院
を
始
め
て
数
年
は
病

気
と
身
の
上
話
が
半
々
と
い

っ
た
診
察
で
し
た
が
、
数
年

前
に
夫
が
他
界
し
、
独
居
と

な
っ
て
か
ら
は
、
診
察
室
で

の
会
話
の
ほ
と
ん
ど
が
身
の

上
話
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

愛
を
注
ぐ
相
手
が
い
な
く

な
っ
た
た
め
か
、
診
察
に
入

る
と
私
の
手
を
固
く
握
っ
て

会
話
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
１
、
２
年
前
か
ら
は
「
私

は
、
先
生
が
何
で
も
話
を
し

て
い
い
よ
っ
て
言
っ
た
か

ら
、
何
で
も
話
し
た
の
。
話

を
聞
い
て
も
ら
い
た
く
て
来

て
い
る
の
。
体
を
大
事
に
す

る
の
よ
。
先
生
が
倒
れ
た
ら

話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い

な
く
な
る
か
ら
困
る
の
」
と

言
っ
て
肩
や
背
中
を
さ
す
っ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
式
タ
ク
テ

ィ
ー
ル
ケ
ア
で
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い

ま
し
た
か
ら
、
当
初
は
さ
ほ

ど
気
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
１
年
く
ら
い

前
か
ら
「
い
い
こ
、
い
い
こ
」

と
い
っ
た
感
じ
で
髪
の
薄
い

頭
を
な
で
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
さ
す
が
に
気
恥
ず
か
し

く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
院
看
護
師
も
経
緯
を

十
分
承
知
し
て
お
り
、
Ａ
さ

ん
が
来
院
す
る
と
、
看
護
師

は
皆
ニ
コ
ニ
コ
？　

ニ
タ
ニ

タ
？　

ク
ス
ク
ス
？
と
笑
う

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
認
知
症
を
考

え
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
─

Ｒ
（
長
谷
川

式
簡
易
知
能
評
価
ス
ケ
ー

ル
）
を
実
施
し
ま
し
た
が
満

点
で
、
や
は
り
個
性
的
な
性

格
だ
け
の
よ
う
で
し
た
。

そ
し
て
２
週
間
前
で
す
。

今
回
３
カ
月
ぶ
り
の
来
院
で

血
糖
値
が
悪
化
し
て
お
り
、

き
ち
ん
と
薬
を
飲
み
、
薬
が

な
く
な
る
前
に
来
院
す
る
よ

う
お
話
し
し
、
採
血
、
検
尿

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
頭
を
な

で
な
で
し
て
、
シ
ル
バ
ー
カ

ー
を
押
し
な
が
ら
採
血
コ
ー

ナ
ー
へ
歩
く
後
ろ
姿
に
、「
と

こ
ろ
で
、
い
つ
も
の
湿
布
は

必
要
で
す
か
？
」
と
お
声
を

掛
け
た
と
こ
ろ
、
そ
の
優
し

さ
が
彼
女
の
心
の
琴き

ん
せ
ん線
に
触

れ
た
よ
う
で
、
両
手
で
押
し

て
い
た
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
投

げ
捨
て
、
小
走
り
で
駆
け
寄

り
、
私
の
顔
を
し
っ
か
り
両

の
手
で
固
定
、
左
の
頬
に
接せ

っ

吻ぷ
ん

を
し
、「
あ
り
が
と
う
ね
。

あ
り
が
と
う
ね
。
頑
張
る
の

よ
」
と
言
い
ま
し
た
。

一
部
始
終
を
見
て
い
た
看

護
師
、
臨
床
検
査
技
師
も
さ

す
が
に
目
が
点
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
頬
へ
の
キ
ス
も
驚

き
で
す
が
、私
と
し
て
は「
え

っ
、
走
れ
る
の
？
」
と
そ
ち

ら
の
方
が
驚
き
で
し
た
。
自

分
の
幻
覚
で
は
な
い
か
と
、

そ
の
場
に
い
た
２
人
に「
今
、

見
た
？　

確
か
に
走
っ
て
い

た
よ
ね
？
」
と
尋
ね
る
と
、

「
え
え
、
見
ま
し
た
。
確
か

に
走
っ
て
い
ま
し
た
！

」
と

目
を
丸
く
し
て
笑
っ
て
い
ま

す
。

「
次
は
、

口
か
な
あ
？　

そ
れ
は
さ
す
が
に
困
る
よ
。

ど
う
し
よ
う
？
」
と
ス
タ
ッ

フ
に
話
し
掛
け
る
と
、
「
Ａ

さ
ん
、
と
に
か
く
先
生
の
こ

と
が
好
き
で
好
き
で
仕
方
が

な
い
ん
で
す
」
と
女
心
を
解

説
。
「
次
回
来
院
時
は
マ
ス

ク
を
し
て
お
く
と
い
い
で
す

よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ

ま
し
た
。

現
在
、
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
「
ご
自
身
の
み
な

ら
ず
ご
家
族
の
こ
と
で
も
、

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

と
の
文
面
は
削
除
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
「
患
者
さ
ん

が
安
心
し
て
治
療
に
専
念
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ま

ず
は
信
頼
関
係
が
重
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
」
と
変
わ
ら

ず
記
載
し
て
い
ま
す
。
信
頼

関
係
の
究
極
の
姿
は
、
患
者

さ
ん
に
愛
さ
れ
る
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。

	

（
一
部
省
略
）
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医
療
機
関
等
を
対
象
に
し
た

 

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
に

関
す
る
講
習
会

日
本
医
師
会

 

医
療
安
全
推
進
者
養
成
講
座「

講
習
会
」

日
医
と
（
公
財
）
日
本
産

業
廃
棄
物
処
理
振
興
セ
ン
タ

ー
が
共
催
し
て
い
る
本
講
習

会
を
、
今
年
度
は
全
国
で
５

回
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。医

療
関
係
機
関
は
、
感
染

性
産
業
廃
棄
物
を
生
じ
る
た

め
「
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

管
理
責
任
者
」
を
置
く
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

事
務
職
員
等
の
方
は
、
本

講
習
会
を
修
了
す
る
こ
と
に

よ
り
、
感
染
性
産
業
廃
棄
物

を
生
じ
る
事
業
所
の
「
特
別

管
理
産
業
廃
棄
物
管
理
責
任

者
」
と
し
て
、
各
都
道
府
県

等
に
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
医
師
・
看
護
職
員

等
の
方
は
講
習
会
を
受
講
す

る
こ
と
な
く
、
「
特
別
管
理

産
業
廃
棄
物
管
理
責
任
者
」

の
資
格
を
既
に
有
し
て
い

る
。本

講
習
会
は
資
格
取
得
の

目
的
の
み
な
ら
ず
、
産
業
廃

棄
物
全
般
の
管
理
に
関
す
る

知
識
を
習
得
す
る
機
会
と
し

て
も
有
効
で
あ
り
、
ぜ
ひ
受

講
さ
れ
た
い
。

◆
受
講
料
：
１
４
０
０
０
円

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
し
込
み
の
場
合
、

１
３
５
０
０
円
）

◆
定
員
：
各
会
場
１
５
０
名

程
度

◆
開
催
場
所
・
申
込
方
法
：

（
公
財
）
日
本
産
業
廃
棄
物

処
理
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ
（http://www.

jwnet.or.jp/workshop/

）

内
の
「
医
療
関
係
特
管
責
任

者
講
習
会
」
案
内
ペ
ー
ジ
を

参
照
願
い
た
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
地

域
医
療
課
〔

03
─

３
９
４

２
─

６
１
３
７
（
直
）
〕

日
医
が
実
施
し
て
い
る

「
医
療
安
全
推
進
者
養
成
講

座
」
（e-learning

形
式
の

通
信
制
講
座
）
で
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、

１
年
に
１
回
講
習
会
を
開
催

し
て
い
る
。

本
講
習
会
に
つ
い
て
は
、

例
年
講
座
受
講
者
以
外
も
参

加
可
能
と
し
て
お
り
、
今
年

度
も
医
療
従
事
者
全
般
に
対

象
を
広
げ
て
募
集
を
行
う
。

希
望
者
は
左
記
の
要
項
に
従

い
、
申
し
込
み
願
い
た
い
。

◆
主
催
：
日
医

◆
日
時
：
10
月
６
日
（
日
）

午
後
１
時
～
５
時

◆
会
場
：
日
医
会
館
大
講
堂

◆
参
加
対
象
：
医
療
の
安
全

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
医

療
機
関
、
福
祉
関
連
施
設
の

従
事
者
及
び
都
道
府
県
医
師

会
、
郡
市
区
医
師
会
の
苦

情
・
相
談
受
付
窓
口
業
務
担

当
者
等

◆
定
員
：
３
０
０
名
（
講
座

受
講
者
含
む
）

◆
参
加
費
：
３
２
４
０
円

（
講
座
受
講
者
は
不
要
）

◆
申
込
方
法
：
日
医
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.med.

or.jp/anzen/yk2019.

html

）
を
参
照
の
上
、
必
要

事
項
を
明
記
し
、
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
申

し
込
み
願
い
た
い
。

申
込
者
に
は
、
後
日
、
参

加
費
振
込
先
等
を
記
載
し
た

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

を
返
信
す
る
（
た
だ
し
、
２

０
１
９
年
度
の
講
座
を
受
講

科
学
大
学
院
大
学
教
授
）

・「
医
薬
品
を
め
ぐ
る
医
療

安
全
対
策
に
つ
い
て
～
『
医

薬
品
の
安
全
使
用
の
た
め
の

業
務
手
順
書
』
作
成
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
中
心
に
～（
仮
）」（
土

屋
文
人
国
際
医
療
福
祉
大
学

薬
学
部
特
任
教
授
）

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
：
日
医
医
事
法
・
医
療
安

全
課
〔

03
─

３
９
４
２
─

６

５
０
６
（
直
）、

03
─

３
９

４
６
─

６
２
９
５
（
代
）、

safe@po.med.or.jp

〕

第
32
回
（
令
和
元
年
度
）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
学
講
習
会

◆
主
催
：
日
医

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
（
予
定
）

◆
日
時
：
〔
前
期
〕
11
月
３

日
（
日
）・
４
日
（
月
・
祝
）

〔
後
期
〕
11
月
30
日
（
土
）・

12
月
１
日
（
日
）
い
ず
れ
も

午
前
９
時
30
分
～

◆
会
場
：
日
医
会
館
大
講
堂

◆
受
講
者
資
格
：
認
定
健
康

ス
ポ
ー
ツ
医
を
希
望
す
る
医

師◆
受
講
者
数
：
前
期
・
後
期

各
４
０
０
名

◆
受
講
料
：
前
期
・
後
期
そ

れ
ぞ
れ
日
医
会
員
は
１
２
０

０
０
円
（
税
込
）、
非
会
員

は
１
８
０
０
０
円
（
税
込
）

◆
申
込
方
法
：
日
医
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

med.or.jp/doctor/ssi/

）

を
参
照
の
上
、
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み
願
い

た
い
。

◆
申
込
締
切
：
前
期
は
10
月

20
日
（
日
）、
後
期
は
11
月

17
日
（
日
）。
た
だ
し
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
る
。

◆
主
な
講
習
内
容
：
「
ス
ポ

ー
ツ
医
学
概
論
」
「
運
動
の

た
め
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
」「
運
動
と
栄
養
・
食
事
・

飲
料
」「
中
高
年
者
と
運
動
」

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
運
動
」

「
神
経
・
筋
の
運
動
生
理
と

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
」
「
発

育
期
と
運
動
」
「
内
分
泌
・

代
謝
系
の
運
動
生
理
と
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
効
果
」
「
女
性
と

運
動
」
「
呼
吸
・
循
環
系
の

運
動
生
理
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

効
果
」
「
運
動
と
内
科
的
障

害
」
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
外

傷
と
障
害
」
「
運
動
療
法
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
ス

ポ
ー
ツ
現
場
で
の
救
急
処

置
」
「
運
動
負
荷
試
験
と
運

動
処
方
の
基
本
」
「
保
健
指

導
」「
障
害
者
と
ス
ポ
ー
ツ
」

「
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
」

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
：
日
医
健
康
医
療
第
１
課

〔
〒
113
─
８
６
２
１　

東
京

都
文
京
区
本
駒
込
２
─
28
─

16　

03
─

３
９
４
２
─

６
１

３
８
（
直
）〕

※
前
期
と
後
期
の
修
了
証
を

持
っ
て
い
る
方
は
、
日
医
認

定
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
の
申
請

が
で
き
る
。

※
講
習
会
期
間
中
、
会
館
内

に
無
料
託
児
所（
定
員
５
名
）

を
設
置
す
る
予
定
。
希
望
者

は
申
込
時
に
申
請
願
い
た
い
。

中
の
方
は
参
加
費
不
要
に
つ

き
、
必
ず
講
座
学
習
専
用
サ

イ
ト
か
ら
申
し
込
み
願
い
た

い
）
。

◆
申
込
締
切
：
９
月
20
日

（
金
）

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
「
医
療
安
全
に
関
す
る
最

近
の
動
向
に
つ
い
て
～
医
療

安
全
対
策
地
域
連
携
加
算
を

中
心
に
～
（
仮
）」（
渡
邉
顕

一
郎
厚
生
労
働
省
医
政
局
総

務
課
医
療
安
全
推
進
室
長
）

・
「
医
療
機
関
に
お
け
る
不

要
電
波
対
策
に
つ
い
て

（
仮
）
」
（
加
納
隆
滋
慶
医
療

医療機関等を対象にした 
特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会概要

開催地 開催日 定員 開催会場名

東　京 2019年 9 月13日（金） 150名 日本医師会館

北海道 2019年10月12日（土） 100名 北海道自治労会館

大　阪 2019年12月10日（火） 150名 大阪私学会館

愛　知 2020年 1 月31日（金） 150名 名古屋国際会議場

福　岡 2020年 2 月15日（土） 100名 福岡県中小企業振興センター

─「医師の証明ができます」─

日本医師会　電子認証センター

採用時に使える医師の身分証

詳しくはホームページをご覧ください。

　医師採用時、医師
資格証（HPKI カード）
を、医師免許証の代
わりとすることができ
ます。詳しくは、日医
電子認証センターホー
ムページの 2017 年 12 月 22 日付 News 欄をご
覧下さい。

日本医師会　電子認証センター 検索

SAMPLE

 

【日本医師会】医療機関における 
キャッシュレス決済についてのアンケート

　今般、日医ではキャッシュレス化のあり方を調査・分析す
るため、アンケートを実施することといたしました。何卒ご
協力の程、お願いいたします。
　分析結果は、日医で取りまとめ、（一社）キャッシュレス
推進協議会の議論等、政策提言のためにのみ活用します。
　また、データは統計的に処理し、個別の医療機関の情報が
特定可能な形での公表はいたしません。

○実施期間：令和元年8月30日（金）まで
○対　象：日医会員
○方　法：
　�下記のQRコード（スマートフォン、タブレット）、または

URL（https://forms.gle/ActvTumb6VP9wEXr7）よりア
ンケートページに移動の上、お答え下さい。

ご協力のお願い

お問い合わせ先
〒113-8621 東京都文京区本駒込2-28-16
日医地域医療課（担当：木田、青木）

TEL：03-3942-6137（直）　　FAX：03-3946-2140（直）
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